
Title 室町後期の「翁座」の動向 : 住吉社御田植神事の猿
楽をめぐって

Author(s) 天野, 文雄

Citation 待兼山論叢. 美学篇. 1990, 24, p. 1-21

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/48145

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



室
町
後
期
の

「
翁
座
」

の
動
向

｜
｜
住
吉
社
御
田
植
神
事
の
猿
楽
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

天

野

文

雄

Iま

じ

め

明
治
維
新
ま
で
存
在
し
て
い
た
能
を
演
じ
る
組
織
た
る
座
は
、
形
成
以
来
、
そ
の
性
格
や
形
態
に
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
変
化
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

お
さ

鎌
倉
期
日
日
最
長
老
た
る
長
を
統
率
者
と
す
る
翁
猿
楽
（
式
三
番
）
上
演
の
た
め
の
組
織
で
、
こ
れ
に
演
能
に
か
か
わ
る
座
衆
が

付
属
し
て
い
た
。

② 

南
北
朝
J
室
町
後
期
l
組
織
上
は
依
然
と
し
て
長
が
統
率
者
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
演
能
の
中
心
役
者
た
る
大
夫
が
統
率
者

で
、
座
は
実
質
的
に
は
演
能
の
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
。

③ 

室
町
後
期
J
江
戸
期
H
H
座
が
大
夫
を
中
心
と
す
る
演
能
の
た
め
の
座
（
能
座
）
と
、
長
を
中
心
と
す
る
翁
猿
楽
の
た
め
の
座
（
翁

ね
ん
よ

座
、
年
預
の
座
）
と
に
分
裂
し
、
両
座
は
南
都
神
事
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
没
交
渉
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
を
要
す
る
に
、
猿
楽
の
主
要
芸
が
翁
猿
楽
か
ら
能
・
狂
言
に
移
行
す
る
に
と
も
な
い
、
座
内
に
お
け
る
長
（
お
よ
び
宿
老
座
衆
）

と
大
夫
（
お
よ
び
演
能
に
か
か
わ
る
座
衆
）

の
地
位
が
逆
転
し
、
両
者
は
次
第
に
遊
離
し
て
、

つ
い
に
は
能
座
と
翁
座
と
い
う
別
個
の

組
織
と
し
て
分
立
す
る
に
至
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
大
筋
で
の
把
握
に
す
ぎ
ず
、
細
部
に
お
い
て

は
暖
昧
な
点
も
少
な
く
な
い
。
資
料
が
決
定
的
に
少
な
い
鎌
倉
期
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
そ
の
実
態
が
不
明
瞭
な
の
が
、
室
町

期
の
猿
楽
座
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
室
町
期
の
猿
楽
座
に
か
か
わ
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
演
能
グ
ル
ー
プ
に
関

す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
た
め
だ
が
、
そ
の
た
め
に
、
室
町
期
の
猿
楽
座
に
お
け
る
演
能
グ
ル
ー
プ
と
翁
グ
ル
ー
プ
の
関
係
（
換
言
す

れ
ば
両
者
の
遊
離
の
程
度
）
が
は
な
は
だ
把
握
し
に
く
い
の
で
あ
る
。
室
町
期
の
座
に
お
い
て
、
演
能
グ
ル
ー
プ
と
翁
グ
ル
ー
プ
の
関

係
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
は
、
③
の
よ
う
な
両
者
の
分
立
状
況
が
室
町
後
期
の
い
つ
頃
に
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
と
も

深
く
関
わ
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
摂
津
住
吉
社
の
御
田
植
神
事
の
猿
楽
を
と
お
し
て
、
希
少
な
室
町
期
の
翁
グ
ル
ー
プ
の
動
向
を
報
告

し
、
そ
の
上
で
上
記
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
「
翁
座
」
と
い
う
語
は
、
あ
た
か
も
能
座
と
翁
座
が
完
全
に
分
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
点
で
、
室
町
期
の

猿
楽
座
を
論
ず
る
際
に
は
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
語
で
あ
る
が
、
語
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
よ
い
の
で
題
目
に
用
い
た
。
意
と
す
る

と
こ
ろ
は
室
町
期
の
「
翁
グ
ル
ー
プ
」

の
謂
で
あ
り
、
以
下
で
は
「
翁
座
」
の
語
は
な
る
べ
く
江
戸
期
に
限
定
し
て
使
用
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。

住
吉
社
御
田
植
神
事
の
猿
楽
座
資
料

中
世
の
田
植
神
事
に
は
呪
師
や
田
楽
と
と
も
に
猿
楽
が
参
勤
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
事
例
の
主
要
例
と



し
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
摂
津
住
吉
社
・
山
城
賀
茂
社
・
同
松
尾
社
の
田
植
神
事
が
あ
る
。
住
吉
社
・
賀
茂
社
に
は
法
勝
寺

参
勤
の
本
座
・
新
座
・
法
成
寺
の
三
座
が
、
松
尾
社
に
は
丹
波
の
矢
田
座
が
参
勤
し
て
い
た
。

田
植
神
事
へ
の
猿
楽
参
勤
の
目
的
は
、

本
来
は
《
翁
》
に
代
表
さ
れ
る
呪
術
芸
の
奉
仕
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
娯
楽
芸
と
し
て
の
能
・
狂
言
の
上
演
も
付
随

し
て
い
た
。
そ
う
し
た
猿
楽
参
勤
の
状
況
が
も
っ
と
も
長
期
に
わ
た
っ
て
具
体
的
に
知
ら
れ
る
の
が
上
記
の
う
ち
の
住
吉
社
の
田
植
神

事
で
あ
り
、
関
連
資
料
と
し
て
は
次
の
四
点
が
存
在
す
る
。

A

住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第

室町後期の「翁座」の動向

B

永
正
十
六
年
御
田
植
御
神
事
式

C

天
文
八
年
御
田
植
神
事
式

D

寛
永
十
年
神
奴
明
定
記

A
は
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
（
第
二
巻
）
に
も
翻
刻
が
あ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
鎌
倉
末
期
頃
成
立
に
な
る
、
社
家
津
守
家

に
よ
る
年
中
行
事
次
第
。

田
植
神
事
は
そ
の
四
月
の
項
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
J
南
北
朝
期
の
猿
楽
の
参
勤
状
況
が
か
な
り
具
体

的
に
把
握
で
き
る
。

B
と
C
は
永
正
十
六
年
と
天
文
八
年
の
同
社
田
植
神
事
に
つ
い
て
の
ほ
ぼ
同
形
式
の
記
録
。

B
は
伊
藤
正
義
氏
か

ら
写
真
の
提
供
を
受
け
て
知
っ
た
新
資
料
（
金
春
家
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
奈
良
の
某
寺
で
昭
和
二
十
九
年
頃
に
撮
影
の
由
。
現
在
所

在
不
明
）

で
、
写
真
を
恩
借
し
た
当
初
は
こ
れ
が
ど
こ
の
田
植
神
事
の
記
録
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
梅
園
惟
朝
著
一
u

住
吉

松
葉
大
記
』
（
元
禄
頃
の
成
立
）
巻
二
十
に
収
め
ら
れ
た
C
に
照
合
す
る
に
及
ん
で
、
住
吉
社
の
田
植
神
事
た
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

B 

は
金
春
家
伝
来
の
文
書
た
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
と
言
い
、
室
町
後
期
の
猿
楽
座
の
参
勤
状
況
を
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
と
言
い
、
き

3 

わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、

C
と
対
照
さ
せ
つ
つ
そ
の
全
体
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
上
段
が
B
）
。
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御
田
植
御
神
事
式

一回
先、楽
殖御塔
女前本
渡次

見
参
田

楽
妻御
戸経
前所
北

次
申
楽
嚇
在
ヲ
サ
四
人

次
僧
中
奉
行
御
判
尻
巻

F
r人

次次次次次次次
僧亦西亦尻東御
中尻因御巻田幣
一巻楽幣末本楽参
風末本 参空整
流主主 ~ AA 

人人

次
本
田
楽

次
申
楽
風
流
矧
列
川
劃
司

次
児
師

次
翁
面

次
供
奉
人
等
渡
御
田
桟
敷

一
、
御
田
前
次
第

一
番
申
楽
ヲ
サ
四
人
大
鼓
事

御
田
植
神
事
式

田
楽
塔
本
次
見
参
田
楽
御
経
所
北
妻
戸
前

一
、
御
前

先
殖
女
渡
次
猿
楽
嚇

次
僧
中
奉
行
御
判
尻
巻

末
一
人
兄
部
一
人

次
御
幣
参

次
東
田
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
御
幣
参

次
西
国
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
僧
中
一
風
流

次
本
田
楽

次
猿
楽
風
流

次
兇
師

次
翁
面

次
供
奉
人
等
渡
御
田
桟
敷

一
、
御
田
次
第

一
番
猿
楽
長
四
人
太
鼓
に
て
祝
言
申
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先
殖
女
渡

次
東
田
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
西
田
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
僧
中
二
ノ
風
流

次
中
楽
風
流
付
夕
り
狂
言

次
殖
女
御
回
ヲ
渡

次
西
田
楽
遊

次
僧
中
三
ノ
風
流但

依
時

次
回
楽
還
遊

次
回
ん
師

次
翁
面

T
Z月
有
－
剣
一
エ
番
園
命
官
者
有

次
回
ん
師
還
遊

次
申
楽
還
遊
村
川
一
一
一
一
目
立
一
一
定
湘
ル
也

次
回
ん
師
申
楽
禄
給
之

次
供
奉
人
等
退
散

干
時
永
正
拾
六
年
五
月
廿
八
日

長
乗
〔
花
押
〕

先
植
女
渡

次
東
田
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
西
田
楽

次
尻
巻

本
社
二
人
末
社
二
人

次
僧
中
二
風
流

次
本
田
楽

風
流

次
植
女
渡
御
田

次
東
西
日
楽
遊

次
猿
楽

次
僧
中
三
風
流

次
回
楽
返
遊

但
依
時

次
究
師

次
翁
面

次
究
師
返
遊

次
猿
楽
返
遊

次
先
師
猿
楽
等
禄
給
也

次
供
奉
人
等
退
散

天
文
八
年
亥
五
月
廿
七
日

快
良
室
田
之
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両
者
は
形
式
・
内
容
と
も
酷
似
し
て
お
り
、

B
が
住
吉
社
の
田
植
神
事
の
次
第
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

B
と
C
は
記

載
事
項
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
傍
線
を
付
し
た
箇
所
の
よ
う
に
、

B
の
方
が
猿
楽
の
演
目
が
具
体
的
に
注
記
さ
れ
て
い
る
点
が

い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
。

B
の
資
料
的
価
値
は
ま
さ
し
く
こ
の
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

B
は
そ
の
具
体
的
な
演
目
を
記
し
た
箇
所

が
字
体
も
墨
色
も
他
と
異
な
り
、
明
ら
か
に
別
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
室
町
末
期
の
住
吉
社
田
植
神
事
資
料
た
る
D
に
も
こ
の
別
筆
箇

所
と
ほ
ぼ
同
じ
演
目
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
別
筆
・
後
補
で
は
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
記
事
は
永
正
頃
の
住
吉
社
田
植
神
事
の
猿
楽

芸
を
具
体
的
に
伝
え
る
資
料
と
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

別
筆
箇
所
の
う
ち
、

「
キ
リ
一
一
一
ツ
ニ
テ
ハ
ツ
ル
也
」
な
ど
は
恒
例
の
演
目
と

い
う
よ
り
、
例
年
と
は
異
な
る
そ
の
年
の
演
目
を
特
記
し
て
い
る
印
象
が
強
く
、
神
事
を
そ
う
隔
た
ら
な
い
頃
の
加
筆
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
加
筆
は
す
べ
て
猿
楽
芸
の
こ
と
で
あ
り
、
加
筆
者
は
金
春
座
内
の
人
物
の
可
能
性
が
高
い
。

B
の
長
乗
、

C
の
快
良
は
住
吉

社
の
社
僧
で
あ
ろ
う
。

B
、
C
と
も
に
冒
頭
に
田
楽
見
参
の
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
田
楽
が
僧
中
の
沙
汰
で
、

B
、
C

の
筆
者
が
社
僧
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

C
の
末
屠
に
は
「
右
之
会
式
難
不
為
執
筆
之
役
、
為
後
亀
書
留
者
也
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
。

D
は
『
住
吉
松
葉
大
記
』
の
田
植
神
事
を
考
証
し
た
項
に
貼
紙
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
寛
永
十
年
の
記
録
で
は
あ
る
が
、

内
容
は
そ
れ
よ
り
五
十
年
以
前
、

つ
ま
り
天
正
以
前
の
住
吉
社
田
植
神
事
参
勤
猿
楽
の
芸
態
を
伝
え
る
好
資
料
で
、
そ
れ
は
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

寛
永
十
年
二
月
四
日
神
奴
明
定
記
日
、
堺
南
庄
為
ニ
他
領
一
以
来
、
御
田
植
之
用
途
無
ニ
神
納
一
故
、
猿
楽
近
年
不
レ
参
。
嘗
日
役
人
亦

退
転
了
。

五
十
年
以
前
者
、
廿
七
日
夜
猿
楽
参
ニ
締
官
館
「
著
到
進
ニ
奉
行
「
役
人
員
数
覧
ニ
締
官
吋
庭
上
設
二
燦
火
「
致
ニ
試
翁
十

二
月
往
来
種
々
唄
物
吋
組
官
賜
ニ
酒
肴
「
賞
レ
之
。
嘗
日
於
二
神
殿
御
前
「
先
懸
ニ
猿
楽
風
流
寸
長
四
人
著
ニ
浄
衣
立
烏
帽
子
吋
白



余
猿
楽
著
ニ
半
袴
折
烏
帽
子
吋
手
持
コ
竹
葉
「
歌
誌
云
、
住
吉
乃
岸
能
姫
松
乎
経
底
春
風
毛
波
乃
音
毛
千
代
乃
声
止
拍
子
、
此
千
代

乃
戸
止
難
武
。
如
レ
此
唄
。
参
ユ
御
前
「
奏
ニ
翁
十
二
月
往
来
・
狂
言
等
寸
於
ユ
御
回
一
亦
如
レ
此
。
弓
矢
祝
言
、
著
ニ
狩
衣
一
若
者
舞
也
。

長
四
人
賜
レ
絹
、
桂
レ
肩
退
。
歪
ニ
後
朝
「
賜
コ
干
鯛
百
廿
枚
・
酒
樽
三
荷
『
昔
賜
ニ
干
鯛
子
二
百
枚
一
云
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
猿
楽
は
近
年
不
参
と
あ
る
か
ら
、
長
い
歴
史
を
有
す
る
住
吉
社
の
田
植
神
事
へ
の
猿
楽
参
勤
は
江
戸
初
期
に
は
退

転
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
み
え
る
元
禄
頃
の
次
第
に
も
猿
楽
は
参
勤
し
て
い
な
い
し
、
『
摂
津
名
所
図
会
』

室町後期の「翁座」の動向

（
寛
政
六
年
序
）
な
ど
の
地
誌
類
に
も
猿
楽
に
は
言
及
が
な
い
。
住
吉
社
田
植
神
事
の
猿
楽
資
料
と
し
て
は
お
そ
ら
く
D
が
最
後
の
資

料
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

室
町
期
の
住
吉
社
田
植
神
事
資
料
と
し
て
は
、

『
住
吉
松
葉
大
記
』
巻
二
十
の
寺
院
部
に
収
め
ら
れ
た
永
禄
・
元
亀
頃
の
文

書

そ
れ
に
文
明
十
四
年
の
神
人
方
の
注
進
状
た
る
『
年
中
神
事
勤
役
注
進
状
』
（
『
大
阪
府
の
歴
史
』

1
号
に
翻
刻
）
、

同
じ
く
文
明

十
四
年
の
戸
燈
帳
方
（
戸
方
）

の
注
進
状
た
る
『
住
吉
大
社
戸
燈
帳
方
神
事
勤
役
注
進
状
』
（
『
大
阪
の
歴
史
』

3
号
に
翻
刻
）
な
ど
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
事
そ
の
も
の
で
は
な
く
勤
役
の
仕
方
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
参
勤
の
猿
楽
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
言
及
が
な
い
。
現
時
点
で
は
上
記
の
四
点
が
住
吉
社
田
植
神
事
の
猿
楽
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

猿
楽
の
参
勤
状
況
と
猿
楽
座
の
素
姓

住
吉
社
の
田
植
神
事
は
古
く
は
と
く
に
定
ま
っ
た
日
が
な
か
っ
た
が
、
大
永
以
降
は
五
月
二
十
八
日
に
定
着
し
た
と
い
う
（
『
住
吉
松

7 

葉
大
記
』
に
よ
る
）
。
当
日
は
〈
神
前
の
儀
〉
〈
御
回
の
儀
〉
〈
帰
遊
〉
か
ら
な
り
（
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
一
神
殿
前
、
御
回
、
総
官
館
）
、
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そ
れ
に
前
日
の
〈
前
日
の
儀
〉
と
翌
日
の
〈
後
朝
〉
（
い
ず
れ
も
場
所
は
総
官
館
）
と
が
前
後
に
付
随
す
る
と
い
う
の
が
室
町
末
期
ま
で

の
一
貫
し
た
形
態
で
あ
っ
た
。
猿
楽
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
儀
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
に
お
け
る
猿
楽
芸
に
も
さ
ほ
ど
大
き

な
変
動
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
で
猿
楽
が
い
か
な
る
芸
を
演
じ
た
か
を
、
上
記
の
四
種
の
資
料
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
次
の

ごとくである。

D B A 

唄翁 遊

物（十
BU 

一 日
月 の

来往 儀

、ーノ

月風 噂 噂 歌

来往流
風

風流
風

神）歌 流 流

狂翁 翁 狂 翁
の

で仁f, 

日
儀

十
一 翁一

二風 祝 翁祝 風
月流 § 

f十「百
流

往来歌
御

風 二風 歌 田、、.／
流 月流 の

狂翁 往来狂
儀

口十
翁

て仁三2三‘

弓 返 キ開 遊

祝矢 遊 リ口

？信
日 弓

矢
立 遊
l口』

賜録
遊

後

朝

〈
前
日
の
儀
〉
と
〈
後
朝
〉
の
猿
楽
芸
に
つ
い
て
は
各
資
料
に
あ
ま
り
記
載
が
な
く
、
実
態
が
よ
く
把
握
で
き
な
い
が
、
中
心
た
る

当
日
の
猿
楽
芸
は
A
j
D
聞
に
さ
ほ
ど
顕
著
な
変
動
が
な
い
。

ま
た
、
八
神
前
の
儀
〉
と
〈
御
田
の
儀
〉
は
ほ
ぼ
同
構
成
で
あ
り
、

住

士
口
社
の
田
植
神
事
の
猿
楽
は
き
わ
め
て
整
然
た
る
形
で
、
室
町
末
期
ま
で
比
較
的
よ
く
古
態
が
保
持
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ、つ。し
か
し
、
猿
楽
の
参
勤
状
況
は
一
貫
し
て
は
い
た
が
、
参
勤
の
座
に
は
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

A
に
よ
れ
ば
岡
田
植



神
事
へ
の
参
勤
猿
楽
座
は
本
座
・
新
座
・
法
成
寺
の
三
座
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
『
風
姿
花
伝
』
神
儀
篇
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

B
、

c、
D
で
は
い
ず
れ
も
長
四
人
の
参
勤
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
長
は
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

古
く
は
一
座
の
統
率
者
、
室
町
期
に
は
翁
グ
ル
ー
プ
の
統
率
者
で
あ
る
が
、
長
四
人
の
参
勤
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
四
座
の
参
勤
を
意

味
す
る
。
こ
の
一
二
座
か
ら
四
座
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
森
末
義
彰
氏
「
丹
波
猿
楽
考
」
（
『
歴
史
地
理
』
昭
和
叩
・

3
、
の
ち

『
中
世
芸
能
史
論
考
』
所
収
）

に
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
同
稿
で
は
C
に
拠
っ
て
鎌
倉
時
代
以
来
の
三
座
の
参
勤
権
は
天
文
頃
に
は

失
わ
れ
て
い
た
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
室
町
中
期
に
お
け
る
新
座
（
榎
並
座
）
や
法
成
寺
座
の
活
動
状
況
を
も
勘
案
し
て
の
推
定
で

室町後期の「翁座」の動向

あ
り
、
ナ
こ
し
敷
桁
す
る
な
ら
ば
、
旧
来
の
三
座
に
新
し
く
一
座
が
加
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
一
一
座
と
は
ま
っ
た
く
別
の
四
座
が
参
勤
ナ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
推
定
で
あ
る
が
、
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

A
と
B
以
下
は
大
筋
で
は
一
貫
性
が
あ
る
が
、
子
細
に
み
る

と
、
A
に
は
、

B
以
下
に
は
あ
る
〈
御
国
の
儀
〉
の
《
翁
》
が
な
か
っ
た
り
、
〈
神
前
の
儀
〉
〈
御
田
の
儀
〉
の
狂
言
が
な
か
っ
た
り
、

〈
帰
遊
〉
の
開
口
・
弓
矢
立
合
が
な
か
っ
た
り
、
演
じ
ら
れ
る
猿
楽
芸
に
い
さ
さ
か
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
四
座
が
旧
来
の
三

座
と
は
ま
っ
た
く
別
の
座
た
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
違
い
は
A
の
省
記
に
よ
る
場
合
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

A
は
全
体
的
に
猿
楽
を
は
じ
め
諸
芸
能
を
か
な
り
丁
寧
に
記
録
し
て
お
り
、
上
述
の
A
と
B
以
下
の
違
い
は
動
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
も
あ
れ
、

B
の
出
現
に
よ
り
、
四
座
参
勤
の
事
実
は
い
っ
そ
う
補
強
さ
れ
、
確
実
な
四
座
参
勤
の
上
限
も
二
十
年
は
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
モ
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
新
し
く
参
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
四
座
は
い
か
な
る
座
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
森
末
氏
の
論
稿
は
丹
波
猿
楽

（
当
時
は
こ
の
一
一
一
座
は
丹
波
猿
楽
と
理
解
さ
れ
て
い
た
）

の
消
長
を
論
点
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
は
ま
っ
た
く
言

9 

及
し
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
こ
の
四
座
は
大
和
猿
楽
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
一
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
系
統
を
同
じ
く
す
る
猿
楽
で
四
座
と
い
う
の
は
大
和
猿
楽
と
宇
治
猿
楽
く
ら
い
し
か
存
在
し
な
い
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
宇
治
猿
楽
は
文
明
頃
に
は
幸
・
藤
松
・
守
菊
・
梅
松
の
四
座
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
か
な
ら
ず

し
も
四
座
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
（
四
座
よ
り
少
な
か
っ
た
ら
し
い
て

天
文
以
降
は
そ
の
動
静
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。

幸

座
の
流
れ
を
汲
む
ら
し
い
幸
五
郎
次
郎
正
能
の
伝
書
た
る
『
幸
正
能
口
伝
書
』
（
慶
長
十
八
年
奥
書
）
に
は
「
山
城
宇
治
一
二
座
頭
幸
大

夫
五
郎
次
郎
正
能
」
の
署
名
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
室
町
末
期
の
宇
治
猿
楽
は
コ
一
座
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
室
町
後

末
期
に
お
い
て
、
同
系
で
四
座
と
い
う
の
は
大
和
猿
楽
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
神
事
猿
楽
に
一
は
大
和
猿
楽
と
か
伊

勢
猿
楽
と
か
の
同
系
統
の
座
が
参
勤
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

A
の
一
一
一
座
は
厳
密
に
は
同
系
統
の
猿
楽
座
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
か

ら
法
勝
寺
や
賀
茂
社
に
も
と
も
に
参
勤
し
て
お
り
（
『
風
姿
花
伝
』
神
儀
）
、
同
系
猿
楽
な
み
の
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
。
新
規
の
四
座

を
同
系
統
の
座
と
考
え
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
、

B
、

c、
D
に
記
さ
れ
た
猿
楽
芸
が
大
和
猿
楽
固
有
の
（
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
）
芸
態
と
一
致
す
る
も
の
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
神
前
の
儀
〉
や
〈
御
田
の
儀
〉
の
十
二
府
往
来
の
《
翁
》
、
〈
帰
遊
〉
の
開
口
・
弓
矢
立

合
が
そ
れ
で
あ
る
。
十
二
月
往
来
は
南
都
両
神
事
に
お
け
る
《
翁
》
の
演
式
で
あ
り
、
開
口
・
弓
矢
立
合
は
若
宮
祭
の
松
の
下
渡
り
の

演
目
で
あ
る

0

・
も
っ
と
も
、
十
二
月
往
来
が
大
和
猿
楽
固
有
の
《
翁
》
の
演
式
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
大
和
猿
楽
以
外
の
《
翁
》
に

つ
い
て
の
資
料
が
僅
少
な
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
大
和
猿
楽
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
演
式
な
の
で
あ

る
。
延
命
冠
者
・
父
尉
も
資
料
上
は
大
和
猿
楽
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
演
式
だ
が
、
大
和
猿
楽
系
で
は
な
い
ら
し
い
播
磨
上
鴨
川
住
吉

神
社
の
《
翁
》
な
ど
に
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
か
な
り
普
遍
的
な
演
式
な
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
開
口
・
弓
矢
立
合
は
大
和
猿
楽

と
の
関
連
が
よ
り
濃
厚
で
あ
る
。
弓
矢
立
合
は
世
阿
弥
時
代
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
『
申
楽
談
儀
』
か
ら
知
ら
れ
る
（
最
初
か
ら
大
和
猿



楽
の
演
目
と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
）
が
、
こ
の
開
口
・
弓
矢
立
合
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
若
宮
祭
の
松
の
下
渡
り
に
お
け

る
開
口
・
弓
矢
立
合
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
住
吉
社
の
田
植
神
事
に
参
勤
の
四
座
が
大
和
猿
楽
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
す
る
最
も
有
力
な
徴
証
と
言
い
う
る
か
と
思
う
。

こ
の
四
座
を
大
和
猿
楽
四
座
と
考
え
る
際
の
難
点
は
、
各
時
代
を
通
じ
て
、
住
吉
社
と
大
和
猿
楽
と
の
関
係
を
示
す
事
象
が
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
永
正
以
降
、
毎
年
の
田
植
神
事
に
大
和
猿
楽
が
参
勤
し
て
い
た
の
な
ら
、
参
勤
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
住
吉
社
で
大
和
猿
楽
の
い
ず
れ
か
の
座
が
能
を
興
行
し
た
と
い
う
よ
う
な

室町後期の「翁座」の動向

記
録
は
皆
無
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
上
の
制
約
が
あ
る
以
上
、
こ
の
四
座
を
大
和
猿
楽
と
す
る
の
は
多
分
に
状
況
証
拠
に
も
と

ず
く
推
論
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
よ
う
が
、
し
か
し
、

B
が
金
春
家
伝
来
の
史
料
に
属
す
る
ら
し
い
点
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
れ
が
大
和

猿
楽
四
座
の
参
勤
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
え
る
し
、
こ
れ
を
演
能
を
主
体
と
し
な
い
、
大
和
猿
楽
四
座
の
翁
グ
ル
l

プ
主
体
の
参
勤
と
考
え
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
不
審
は
解
消
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
事
実
、
長
が
参
加
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の

神
事
に
翁
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
し
か
も
こ
こ
で
は
能
が
演
じ
ら
れ
た
形
跡
が
な
く
、
演
目
に
は
《
翁
》
を

は
じ
め
と
し
て
祝
薦
的
な
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

D
に
は
〈
帰
遊
〉
の
あ
と
、
長
が
絹
を
拝
領
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
翌
日
の
〈
後
日
〉
に
は
干
鯛
百
二
十
枚
と
酒
樽
三
荷
の
下
給
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
長
が
受
け
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
こ
れ
は
長
を
中
心
と
し
た
翁
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は
翁
グ
ル
ー
プ
主
体
の
参
勤
と
断
定
し
て
大
過
な
い
よ
う
に

思
う
。
翁
グ
ル
ー
プ
主
体
の
参
勤
で
あ
れ
ば
、
長
年
に
わ
た
る
大
和
猿
楽
四
座
の
参
勤
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
記
録
に
留
め
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
と
し
て
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
室
町
期
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
の
動
向
を
伝
え
る
資
料
が
僅
少
で
あ

11 

る
こ
と
は
冒
頭
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
翁
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
る
南
都
両
神
事
に
つ
い
て
も
、
そ
の
動
向
が
記
録
さ
れ
る
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こ
と
は
希
な
の
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
し
て
B
以
下
の
四
座
は
大
和
猿
楽
の
主
と
し
て
翁
グ
ル
ー
プ
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
き
た
い
。
南
都
両
神
事
以
外
の
大

和
猿
楽
の
翁
グ
ル
ー
プ
主
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
申
楽
談
儀
』
第
三
十
一
段
や
禅
竹
の
『
明
宿
集
』
な
ど
か
ら
そ
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
が
、
住
吉
社
の
田
植
神
事
に
お
い
て
旧
来
の
一
ニ
座
が
大
和
猿
楽
に
代
わ
っ
た
の
は
、
京
都
に
お
け
る
演
能
の
中
心
が
こ
の

コ
一
座
か
ら
大
和
猿
楽
に
移
っ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
も
い
る
。
な
お
、
そ
の
交
代
の
時
期
が
永
正
以
前
の
い
つ
頃
か
は
よ
く
わ
か
ら
な

ぃ
。
《
翁
》
の
神
聖
さ
を
総
合
的
に
説
い
た
『
明
宿
集
』
に
住
吉
社
の
相
撲
会
（
九
月
十
一
一
一
日
）

へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
田
植
神

事
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
は
、
い
ま
だ
そ
の
頃
に
は
大
和
猿
楽
が
参
勤
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
一
万
す
徴
証
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

＝
一
座
が
四
座
に
代
わ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
こ
の
程
度
の
目
安
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

住
吉
社
田
植
神
事
に
お
け
あ
猿
楽
芸

住
吉
社
の
田
植
神
事
で
演
じ
ら
れ
た
猿
楽
芸
は
前
項
に
掲
げ
た
一
覧
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
項
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
記
載

順
に
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
結
果
、
前
項
で
問
題
に
し
た
参
勤
座
の
性
格
も
お
の
づ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

【
歌
（
曙
・
祝
一
一
一
口
）
に
つ
い
て
】

日
の
儀
〉
の
「
唄
物
」
も
同
一
の
芸
と
考
え
ら
れ
る
。

「
歌
」
は
「
噌
」
「
祝
言
」
と
も
呼
ば
れ
、

A
J
D
で
は
〈
神
前
の
儀
〉
と
〈
御
田
の
儀
〉
の
冒
頭
で
う
た
わ
れ
て
い
る
。

D
の
〈
前

D
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
歌
」
は
「
住
吉
の
岸
の
姫
松
を
経
て
：
：
：
」
と
い
う
も

の
で
、
い
か
に
も
「
祝
一
一
言
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、

C
以
前
の
「
歌
」
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
ヮ
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

B 

c 



D
は
こ
れ
を
長
四
人
の
立
合
で
歌
う
と
明
記
す
る
。

の
担
当
者
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
長
は
A
に
も
参
勤
し
て
い
る
か

A
は
「
歌
」

ら、

A
の
「
歌
」
も
長
の
担
当
と
解
し
て
さ
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。

A
や
D
か
ら
、
長
だ
け
で
な
く
他
の
役
者
が
参
加
し
て
い
る
こ
と

も
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
長
は
単
に
歌
う
だ
け
で
は
な
く
、

A
に
「
三
座
猿
楽
長
以
下
起
座
、
向
御
田
際
、
大
鼓
・
木
編
持
也
、
：
：

殖
女
欲
下
回
之
時
、
打
大
鼓
、
歌
唱
也
」
（
御
回
の
儀
）
と
あ
る
よ
う
に
、

太
鼓
や
箆
で
難
し
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
楽

器
を
太
鼓
と
態
と
す
る
の
は
A
だ
け
で
、

B
、
C
で
は
太
鼓
の
み

（
し
か
も
、
そ
う
明
記
す
る
の
は
〈
御
田
の
儀
〉
の
み
）
で
あ
り
、

「
歌
」
に
お
け
る
楽
器
の
種
類
や
使
用
場
所
は
時
代
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

D
に
は
楽
器
に
つ
い
て
は
何

室町後期の「翁座」の動向

も
記
し
て
い
な
い
が
、

B
、
C
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
芸
は
他
に
例
を
聞
か
な
い
も
の
で
、
長
の
職
能
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
資
料
と
言
え
よ
う
。

長
が
関
与
し
た
芸
に
は
《
翁
》
と
方
堅
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
呪
術
芸
で
あ
る
が
、
こ
の
「
歌
」
も
同
様
に
呪
術
芸
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
h

つ。

D
が
掲
げ
る
「
歌
」
は
宣
命
体
で
あ
る
が
、
京
大
史
学
科
閲
覧
室
蔵
『
宇
治
旧
記
」
に
「
呑
大
夫
勤
之
」
と
し
て
み
え
る
宇
治

離
宮
社
の
田
植
神
事
の
謡
物
も
宣
命
体
で
あ
り
、

こ
の
種
の
謡
物
は
宣
命
体
で
記
さ
れ
る
慣
習
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
宣
命
体
も

「歌」

の
呪
術
的
性
格
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
可
能
楽
源
流
考
』
は
こ
の
『
宇
治
旧
記
』
の
謡
物
を
「
翁
式
三
番
」
と
し
て
掲
出
し

て
い
る
。
こ
れ
だ
と
《
翁
》
の
中
で
謡
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
が
、
『
宇
治
旧
記
』
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
翁
式
三
番
」

と
こ
の
一
語
物
は
並
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
別
項
の
扱
い
で
あ
り
、
住
吉
社
田
植
神
事
と
同
様
に
独
立
の
謡
物
た
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
と
も
あ
れ
、
神
前
や
御
回
で
こ
う
し
た
祝
言
的
な
歌
が
う
た
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
五
穀
豊
鏡
の
呪
術
的
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
、

そ
れ
を
長
が
担
当
し
て
い
る
事
実
は
長
の
職
能
の
呪
術
性
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

国
立
東
京
博
物
館
蔵
の

13 

『
月
次
風
俗
図
扉
風
』
の
田
植
図
に
は
黒
と
白
の
翁
面
を
つ
け
た
二
人
が
畔
で
田
植
を
離
し
て
い
る
さ
ま
が
措
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
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は
明
ら
か
に
住
吉
社
田
植
神
事
の
「
歌
」
に
該
当
す
る
呪
術
芸
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
は
他
に
類
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
従

来
は
や
や
不
可
解
な
図
柄
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
住
吉
社
田
植
神
事
の
「
歌
」
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
十
分
あ
り

う
べ
き
光
景
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

D
に
よ
れ
ば
、
「
歌
」
の
際
の
長
の
出
立
は
白
の
浄
衣
で
あ
る
と
い
う
（
続
く
《
翁
》
も
同
装
束
）
。
こ
の
出
立
は
室
町
期
の

南
都
神
事
に
お
け
る
大
和
猿
楽
の
長
（
あ
る
い
は
翁
グ
ル
ー
プ
）

の
出
立
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の
後
葡
た
る
江
戸
期
の
年
預
の
出
立
と

も
一
致
す
る
。
す
く
な
く
と
も
B
、

C
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
が
、

D
は
長
の
出
立
に
関
す
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

【
風
流
・
狂
言
に
つ
い
て
】

ふ
り
ゅ
う

風
流
は
三
の
風
流
ま
で
の
僧
中
風
流
と
二
の
風
流
ま
で
の
猿
楽
風
流
が
あ
り
、
〈
神
前
の
儀
〉
と
〈
御
田
の
儀
〉
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
形
態
は
A
か
ら
C
ま
で
一
貫
し
て
い
る

（D
は
歌
を
風
流
と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
点
が
不
審
）
。

そ
し
て
、

B
に
は
風
流
の
あ
と

に
狂
言
を
記
載
す
る
。
狂
言
に
つ
い
て
は
D
に
も
言
及
さ
れ
る
か
ら
、

C
が
記
さ
な
い
の
は
省
記
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
詳
細
な
次
第
た

る
A
が
狂
言
に
言
及
し
な
い
の
は
演
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
公
算
が
強
い
。
そ
も
そ
も
、
劇
と
し
て
の
「
狂
言
」
と
い
う

呼
称
の
初
見
は
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）

で
あ
り
、
鎌
倉
末
期
頃
に
は
狂
言
が
ど
の
程
度
に
ま
で
形
を
整
え
て
い
た
か
も
は
な
は
だ
陵

昧
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
狂
言
に
つ
い
て
は
内
容
は
説
明
不
要
で
あ
ろ
う
が
、
風
流
の
実
態
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
狂
言
と
並
損
さ
れ
て
い
る
点
を
考

慮
す
る
と
、
能
で
あ
る
可
能
性
も
浮
か
ぶ
が
、

D
を
み
て
も
能
が
上
演
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
風
流
は
文
字
ど
お
り
風
流
（
椅
羅
を
つ

く
し
た
歌
舞
・
仮
装
）
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
江
戸
時
代
ま
で
残
っ
て
い
た
僧
中
の
風
流
が
、
鬼
面
・
紙
鎧
姿
の
社
僧
が
暴
れ
ま
わ



つ
れ
ん

h

ノ、
二
手
に
分
か
れ
た
武
者
に
よ
る
合
戦
で
あ
る
（
『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
よ
る
）

の
も
、

そ
の
傍
証
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

能
の
展
開
期
た
る
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
、
狂
言
と
並
演
さ
れ
て
い
る
風
流
が
能
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
神
事
の
韻
目

が
鎌
倉
時
代
以
来
の
伝
統
を
か
な
り
忠
実
に
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
狂
言
役
者

が
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。

【
会
羽
》
に
つ
い
て
】

室町後期の「翁座」の動向

会
羽
》
は
〈
神
前
の
儀
〉
〈
御
田
の
儀
〉
お
よ
び
〈
前
日
の
儀
〉
（
D
の
み
）

で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
会
羽
》
の
シ
テ
は
A
の
み
長
た
る

こ
と
を
記
す
が
、

B
以
下
で
も
当
然
長
の
所
役
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

B
で
は
〈
御
田
の
儀
〉
の
《
翁
》
が
延
命
冠
者
と
十
二
月
往
来

の
演
式
で
あ
る
こ
と
を
別
筆
で
注
記
す
る
。
単
に
延
命
冠
者
と
だ
け
記
さ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
父
尉
と
延
命
冠
者
の
謂
で
あ
ろ
う
。

D 

で
は
十
二
月
往
来
の
演
式
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
一
記
さ
れ
て
い
る
。

A
の
《
翁
》
の
演
式
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、

B
は
〈
神
前
の
儀
〉

も
〈
御
国
の
儀
〉
と
同
じ
で
あ
っ
た
の
か
、

D
は
父
尉
・
延
命
冠
者
の
演
式
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
等
々
の
点
が
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
す
く
な
く
と
も
B
以
降
の
《
翁
》
は
父
尉
・
延
命
冠
者
と
十
二
月
往
来
を
併
せ
た
演
式
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と

い
う
の
は
、
大
和
猿
楽
の
翁
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
南
都
両
神
事
の
《
翁
》
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
演
式
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

千
歳
・
翁
・
三
番
史
・
延
命
冠
者
・
父
尉
で
構
成
さ
れ
る
の
が
《
翁
》
の
古
形
で
あ
り
、
世
阿
弥
時
代
に
延
命
冠
者
・
父
尉
が
脱
落
し

て
、
こ
れ
が
演
能
グ
ル
ー
プ
の
《
翁
》
と
な
り
、
古
形
は
翁
グ
ル
ー
プ
の
《
翁
》
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
、
演
能
グ
ル

l

プ
は
古
形
を
演
ず
る
こ
と
な
く
、
翁
グ
ル
ー
プ
は
新
形
を
演
ず
る
こ
と
な
く
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
は
、
長
が
演

15 

じ
て
い
る
《
翁
》
が
延
命
冠
者
・
父
尉
の
な
い
新
形
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
考
え
に
く
い
。
住
吉
社
団
植
神
事
の
《
翁
》
は
四
人
の
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B
の
〈
神
前
の
儀
〉
や
C
が
そ
う
記
さ

な
い
の
は
略
記
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
延
命
冠
者
・
父
尉
、
十
二
月
往
来
と
い
う
演
式
の
存
在
自
体
、
こ
の
参
勤
座
が
翁
グ
ル

l

長
の
立
合
で
あ
る
か
ら
、
立
一
合
の
演
式
た
る
十
二
月
往
来
で
演
じ
ら
れ
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

プ
主
体
の
座
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
多
武
峰
を
も
含
む
南
都
神
事
の
《
翁
》
以
外
で
延
命
冠
者
・
父
尉
、
十
二
月
往
来
の
演
式
が
具
体
的
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、

現
時
点
で
は
こ
の
住
吉
社
田
植
神
事
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
演
式
が
南
都
神
事
以
外
の
場
で
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
事
実
が
会
羽
》
研

究
に
と
っ
て
も
そ
れ
な
り
の
意
義
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

F『

開t：埋
口こ一

えt~
メRやノ＼

主2立
ち l』

l斗あ口
口い pヂ

i土工

空己
ぜ」て
よ】
れ
ぱ

〈
帰
遊
〉
の
冒
頭
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
が
若
宮
祭
の
松
の
下
渡
り
に
お
け

る
猿
楽
芸
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
若
宮
祭
で
は
開
口
は
ワ
キ
方
の
、
弓
矢
立
合
は
大
夫
グ
ラ
ス
の
役
者
の
担
当
で
あ

っ
た
が
、
住
吉
社
の
場
合
は
D
に
「
弓
矢
祝
一
言
、
著
狩
衣
、
若
者
舞
也
」
と
あ
る
。
演
者
と
出
立
に
つ
い
て
は
B
も
同
様
と
考
え
て
大

過
あ
る
ま
い
。
と
も
に
長
が
関
与
し
て
い
な
い
ら
し
い
点
も
注
意
さ
れ
よ
う
。

A
に
は
関
口
と
弓
矢
立
合
へ
の
言
及
が
な
い
が
、
弓
矢

立
合
は
世
阿
弥
時
代
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、

A
の
時
代
に
は
開
口
も
弓
矢
立
合
も
演
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

も
A
と
B
以
下
と
で
は
参
勤
の
座
が
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
で
あ
る
。

【
キ
ロ
に
つ
い
て
】

キ
リ
は
B
に
お
い
て
八
帰
遊
〉
の
開
口
・
弓
矢
立
合
の
あ
と
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
B
だ
け
に
記
さ
れ
た
演
目
で
、
そ
こ
に



は
コ
ニ
ツ
ニ
テ
ハ
ツ
ル
也
」
と
あ
る
。

A
の
「
遊
」
が
一
応
こ
れ
に
対
応
ヂ
る
演
目
で
あ
ろ
う
。
現
在
キ
リ
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
能
の

終
曲
部
の
十
句
程
度
の
小
段
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
の
キ
リ
で
は
あ
る
ま
い
。

キ
リ
な
る
用
例
は
天
文
頃
、
『
証
如
上
人
日
記
』

や
『
言
継
卿
記
』
あ
た
り
か
ら
み
え
て
く
る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
、
室
町
後
期
の
キ
リ
は
一
曲
の
後
半
だ
け
の
半
能
の
こ
と

た
と
え
ば
、
『
能
の
留
帳
』
慶
長
七
年
七
月
二
十
八
日
条
は
虎
屋
弥
兵
衛
宅
の
能
で
、
武
士
衆
の
所
望
を
ャ
つ
け
た
少

進
の
対
応
を
「
当
麻
の
前
弥
兵
衛
い
た
じ
候
、
後
を
い
た
す
べ
き
と
て
、
切
を
い
た
し
候
」
と
記
し
て
い
る
が
、
r

こ
れ
な
ど
は
キ
リ
が

と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
後
場
た
る
こ
と
を
明
快
に
示
し
て
い
る
用
例
で
あ
ろ
う
。

B
の
「
キ
リ
三
ツ
ニ
テ
ハ
ツ
ル
也
」
は
、

H
半
能
を

つ古
Jhhノ、

室町後期の「翁座」の動向

番
演
じ
た
H

の
謂
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
キ
リ
の
上
演
が
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。

D 

に
上
演
の
形
跡
が
な
い
こ
と
と
、
前
述
の
よ
う
に
「
キ
リ
三
ツ
ニ
テ
ハ
ツ
ル
也
」
と
い
う
記
述
が
な
ん
と
な
く
そ
の
年
だ
け
の
臨
時
の

〈
帰
遊
〉
で
あ
る
か
ら
演
目
が
固
定
さ
れ
て
い
る
必
要
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
ろ
う
。

上
演
ら
し
き
印
象
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

と
も

あ
れ
、
こ
こ
で
は
住
吉
社
の
田
植
神
事
参
勤
の
猿
楽
が
半
能
を
演
じ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

四

室
町
後
期
の
「
翁
座
」
の
実
態

室
町
期
の
猿
楽
座
内
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
表
章
氏
の
「
太
和
猿
楽
の
『
長
』
の

性
格
の
変
遷
」
（
『
能
楽
研
究
』

2
1
4
号
）
に
精
細
な
考
察
が
あ
る
。
冒
頭
に
示
し
た
猿
楽
座
の
変
遷
過
程
も
ほ
と
ん
ど
同
稿
の
成
果

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
と
一
般
廃
衆
と
の
関
係
を
論
じ
た
同
稿
第
四
節
の
三
「
長
の
性
格
の
変
遷
」
の
所
論
を
、
翁
グ
ル

l

ヲ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
要
約
す
る
と
、

N
両
者
は
室
町
初
期
か
ら
す
で
に
遊
離
の
兆
候
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後

17 

も
徐
々
に
遊
離
の
度
を
深
め
、
永
正
頃
に
は
そ
の
度
合
は
相
当
に
進
ん
で
い
た
M
M

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。
座
の
長
老
が
就
任
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ど
ん
申
か
み

し
て
い
た
長
か
ら
、
座
衆
か
ら
蔑
視
さ
え
さ
れ
る
よ
う
な
江
戸
期
の
長
（
権
守
）

へ
の
変
質
が
い
つ
頃
起
き
た
の
か

（
冒
頭
の
変
遷
過

程
の
②
か
ら
③
へ
の
移
行
の
時
期
）
が
表
稿
の
論
点
の
一
つ
で
、
同
稿
で
は
そ
の
時
期
を
永
正
頃
か
と
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
永

み
や

L
ろ
あ
が

正
頃
と
す
る
の
は
永
正
五
年
の
御
社
上
り
の
《
翁
》
で
金
春
座
か
宝
生
座
の
長
が
着
座
の
場
所
を
ま
ち
が
え
て
神
官
か
ら
注
意
さ
れ
て

い
る
事
実
（
『
春
日
社
司
祐
称
記
』
。
江
戸
期
の
年
預
の
性
格
に
通
底
）
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。
以
上
は
乏
し
い
資
料
を
も
と
に
し
て

の
可
能
な
か
ぎ
り
の
推
定
で
あ
り
、
室
町
後
期
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
の
関
係
（
そ
の
遊
離
の
状
況
）
に
つ
い
て
の

現
在
の
到
達
点
で
あ
る
が
、
住
吉
社
の
田
植
神
事
資
料
た
る

B
J
D
は
ち
ょ
う
ど
室
町
後
期
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
翁

グ
ル
ー
プ
主
体
と
認
め
ら
れ
る
四
座
の
動
向
は
こ
の
間
題
を
考
え
る
恰
好
の
材
料
と
な
る
。

さ
て
、
住
吉
社
の
田
植
神
事
で
は
《
翁
》
や
「
歌
」
、
そ
れ
に
弓
矢
立
合
と
い
っ
た
呪
術
的
、

祝
言
的
な
芸
能
と
と
も
に
、
風
流
、

狂
ド二写

能
の
キ
リ
と
い
っ
た
遊
楽
的
な
芸
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。

翁
グ
ル
ー
プ
主
体
の
参
勤
で
あ
る
か
ら
、
《
翁
》
や
「
歌
」
の
上

演
は
当
然
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
狂
言
や
能
の
キ
リ
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
期
の
年
預
は
南
都
神
事
で
も
各
地

の
「
翁
場
」
で
も
、

会
羽
》
以
外
の
芸
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
住
吉
社
田
植
神
事
に
お
け
る
こ
れ
ら
遊
楽
的
な
芸
能
の
存

在
は
、
翁
グ
ル
ー
プ
主
体
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
参
勤
の
座
が
す
く
な
く
と
も
江
戸
期
年
預
の
「
翁
座
」
と
は
同
質
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
問
題
は
狂
言
や
キ
リ
を
演
じ
た
役
者
の
素
姓
で
、
そ
れ
が
会
羽
》
や
「
歌
」
に
参
加
し
た
役
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
翁
グ

ル
ー
プ
の
役
者
た
ち
は
能
・
狂
言
を
演
じ
う
る
ほ
ど
の
技
量
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
し
、
別
の
役
者
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
翁

グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
演
能
グ
ル
ー
プ
の
役
者
が
参
加
し
て
い
た
可
能
性
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
後
者
の
場
合
、
狂
言
や

キ
リ
の
演
者
が
《
翁
》
や
「
歌
」
に
は
参
加
し
て
い
な
く
て
も
、
た
だ
ち
に
そ
れ
が
演
能
グ
ル
ー
プ
の
役
者
の
所
演
と
は
言
え
ま
い
）
。

狂
言
や
キ
リ
の
演
者
に
つ
い
て
は
、
結
局
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
現
存
資
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
場
合
、
翁
グ
ル
l



プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
と
を
そ
う
裁
然
と
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
自
体
が
問
題
な
の
だ
が
、
こ
の
翁
グ
ル
ー
プ
主
体
の
座

が
能
・
狂
言
と
い
う
遊
楽
芸
や
演
能
グ
ル
ー
プ
の
役
者
と
き
わ
め
て
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

D
で
は

〈
帰
遊
〉
の
折
に
長
が
絹
を
賜
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
長
が
遊
楽
芸
お
よ
び
遊
楽
芸
を
演
じ
る
役
者
の
統
括
者
で
あ
る
こ
と
を

よ
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
資
料
B
J
D
は
そ
の
よ
う
な
状
況
が
天
正
頃
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る

天

正
頃
の
D
に
は
キ
リ
は
記
さ
れ
な
い
が
、
狂
言
は
明
記
）
。

住
吉
社
田
植
神
事
参
勤
座
に
認
め
ら
れ
る
以
上
の
よ
う
な
性
格
は
室
町
後
期
に
お
け
る
南
都
神
事
の
長
お
よ
び
翁
グ
ル
ー
プ
の
実
態

室町後期の「翁座」の動向

を
推
定
す
る
の
に
有
力
な
材
料
と
な
る
。
こ
の
四
座
が
前
項
で
の
推
定
の
と
お
り
大
和
猿
楽
で
あ
る
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な
住
吉
社

参
勤
猿
楽
の
実
態
が
そ
の
ま
ま
大
和
猿
楽
の
翁
グ
ル
ー
プ
の
実
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
表
章
氏
の
前
掲
論
稿
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
明
応
年
間
の
薪
猿
楽
で
の
宝
生
座
の
長
の
実
態
で
、
そ
こ
で
は

宝
生
座
の
長
が
大
夫
の
代
理
を
務
め
、
能
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る

こ
の
頃
ま
で
は
鹿
内
の
有
力
役
者
が
就
任
し
て
い
た
長
が
、
永
正
五
年
（
一
五

O
八
）
頃
に
は
座
内
の
地
位
も
芸
力
も
低
い
長
に
変
質

（
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
四
年
〔
一
四
九
五
〕
二
月
の
条
）
。

し
て
い
た

（
変
質
し
か
か
っ
て
い
た
）

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
表
稿
の
推
定
で
あ
る
が
、
変
質
は
あ
ワ
た
に
せ
よ
、
上
に
み
た
住

士
口
社
田
植
神
事
の
参
勤
座
の
実
態
は
、
永
正
以
後
も
大
和
猿
楽
の
長
や
翁
グ
ル
ー
プ
が
能
・
狂
言
と
ま
っ
た
く
無
縁
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
能
・
狂
言
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
に
な
っ
た
江
戸
期
の
翁
座
は
す
く
な
く
と
も
天
正
頃
に
は
い
ま
だ
出

現
し
て
い
な
い

（
江
戸
期
に
お
け
る
よ
う
な
翁
座
と
能
座
の
分
立
状
況
は
い
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
期
の
翁
座
を
形
成
し
て
い
た
「
権
守
」
と
「
年
預
」
と
い
う
名
称
の
初
出
は
『
幸
正
能
口
伝
垂
直
で
あ
る
。
同
書
の

19 

記
事
は
お
そ
く
と
も
天
正
頃
の
南
都
両
神
事
の
実
態
を
伝
え
る
も
の
で
、
実
際
に
は
さ
ら
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

表
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稿
）
。
『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
み
え
る
こ
の
権
守
・
年
預
の
名
称
は
、
そ
れ
だ
け
で
た
だ
ち
に
江
戸
期
的
な
翁
座
と
能
座
の
分
立
状
況
を

意
味
す
る
か
に
み
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
も
以
上
の
考
察
か
ら
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
次
第
に
芸
が
低
下
し
て
い
た

に
せ
よ
、
能
・
狂
言
と
の
か
か
わ
り
を
保
持
し
て
い
た
翁
グ
ル
ー
プ
が
江
戸
期
の
よ
う
な
翁
座
に
変
質
す
る
の
は
、
四
座
の
演
能
グ
ル

－
プ
が
家
康
没
後
に
江
戸
詰
と
な
り
、
翁
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
か
ら
、
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

五

余

論

世
阿
弥
時
代
の
大
和
猿
楽
の
翁
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
『
申
楽
談
儀
』
と
『
明
宿
集
』
に
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

が
、
翁
グ
ル
ー
プ
の
室
町
後
期
に
お
け
る
南
都
神
事
以
外
の
動
向
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
『
幸
正
能
口
伝
書
』
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
諸
国
の
在
所
に
神
事
能
御
座
候
に
、
父
の
尉
ト
云
事
あ
り
。
延
命
く
わ
じ
ゃ
と
云
物
あ
り
。
父
の
ぜ
う
た
t
A

ぬ
さ
き
に
ま
ふ

て
、
父
の
尉
に
礼
を
し
て
の
く
。
延
命
く
わ
じ
ゃ
寄
ひ
に
、

と
あ
っ
て
、
以
下
に
延
命
冠
者
・
父
尉
の
調
章
と
型
付
、
そ
れ
に
鼓
の
打
ち
方
が
続
く
。
著
者
の
幸
正
能
は
金
春
座
の
小
鼓
役
者
と
し

て
天
正
J
慶
長
頃
の
南
都
神
事
に
参
勤
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
諸
国
の
在
所
」
は
南
都
以
外
の
神
事
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
し
た

諸
国
の
在
所
で
は
演
能
グ
ル
ー
プ
が
演
じ
な
く
な
っ
て
久
し
い
延
命
冠
者
・
父
尉
の
あ
る
古
形
の
《
翁
》
が
な
お
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
正
能
は
書
き
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
鼓
の
打
ち
方
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
れ
は
大
和
猿
楽
の
翁
グ
ル

ー
プ
が
演
じ
た
《
翁
》
で
、
そ
れ
に
正
能
が
小
鼓
方
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
も
っ
と

も
、
こ
の
父
尉
の
詞
章
は
江
戸
後
期
の
年
預
の
詞
章
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
右
の
よ
う
に
断
定
す
る
に
は
な
お
他
に
傍
証
が
必



要
で
は
あ
る
が
、
か
り
に
そ
う
解
釈
し
て
よ
い
と
す
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
室
町
後
期
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
・
演
能
グ
ル
ー
プ
未
分
化

を
示
す
一
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
の
余
地
が
生
じ
た
の
も
、
住
吉
社
田
植
神
事
参
勤
猿
楽
の
実
態
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
、
今
後
は

既
知
の
資
料
の
再
検
討
に
よ
っ
て
も
室
町
後
期
に
お
け
る
翁
グ
ル
ー
プ
と
演
能
グ
ル
ー
プ
未
分
化
の
諸
相
の
発
掘
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

室町後期の「翁座」の動向

（
文
学
部
助
教
授
）

〔
付
記
〕
伊
藤
正
義
氏
か
ら
『
永
正
十
六
年
御
田
植
御
神
事
式
』
の
恩
借
に
与
っ
た
の
は
昭
和
五
十
九
年
の
こ
と
で
、
神
事
猿
楽
に

つ
い
て
の
拙
稿
が
機
縁
で
あ
っ
た
。
当
時
は
こ
れ
が
猿
楽
座
の
変
遷
に
資
す
る
資
料
に
な
る
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、

平
成
元
年
の
中
世
文
学
研
究
会
（
九
月
、
関
西
大
学
）
や
芸
能
史
研
究
会
東
京
例
会
（
十
二
月
、
早
稲
田
大
学
）
で
の
研
究
発
表
を
経

て
、
本
稿
の
よ
う
な
形
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
貴
重
な
資
料
を
提
供
さ
れ
た
伊
藤
正
義
氏
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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